
第 276回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『丁寧な大局観』 〜 『昔も今も変わってはいない』 〜 

 

2024年8月20日『令和6年度第10回臨床腫瘍セミナー』を福島県立医科大学事務局 教育研修支援課 

医学部教務係 がんプロ担当主事 安藤忠好氏から依頼された(画像)。 

 

演題：丁寧な大局観 〜 風貌を見て、心まで診る 〜 

講演趣旨:【電子計算機時代だ、宇宙時代だといってみても、人間の身体のできと、その心情の動

きとは、『昔も今も変わってはいない』のである。 超近代的で合理的といわれる人でも、病気に

なって自分の死を考えさせられる時になると、太古の人間にかえる。 その医師に訴え、医師を見

つめる目つきは、超近代的でも合理的でもなくなる。 静かで、淋しく、哀れな、昔ながらの一個

の人間にかえるのである。 その時の救いは、頼りになる良医が側にいてくれることである】(吉

田富三:1903 -1973)の言葉 

 

『吉田富三記念 がん哲学外来』は、福島県出身で『吉田肉腫』＆『腹水肝癌』の発見などで世界

的に知られ、文化勲章を受けた福島県出身の病理学者：吉田富三を記念して、2009年に福島県立医

科大学で開設された。 筆者は、医師になり、癌研究会癌研究所の病理部に入った。 病理学者であ

り当時の癌研究所所長であった菅野晴夫先生（1925-2016）の恩師である日本国の誇る病理学者：

吉田富三との『邂逅』に繋がった。 菅野晴夫先生とは、2003年『日本病理学会』と『日本癌学会』

で『吉田富三生誕100周年記念事業』を行う機会が与えられた。必然的に『がん哲学＝生物学＋人

間学』の提唱へと導かれた。【福島県出身の世界的病理学者 吉田富三博士を記念して、博士の孫

弟子である樋野興夫先生が『福島がん哲学外来』を開設しました。 がんと共に生きる患者/ご家族

の思いや悩みをともに考える“心の診察室”です。】と心温まる紹介がなされている。  

 

吉田富三は、『医学者としてのみならず、癌という病気を通じて社会の原理まで言及す言葉』を多

数残している。『癌細胞で起こることは、人間社会でも起こる』を学び、2004年『がん哲学〜がん

細胞から人間社会の病理を見る〜』(to be出版)(画像)を出版するという時を与えられた。【『人

生の邂逅』は人知・思いを超えて進展する】ことを痛感する日々である。 

  



 

 

 


